
国
会
事
項

人
事
異
動

令和年月日 木曜日 第号官 報
一

特
定
抗
争
指
定
暴
力
団
等

令
和
四
年
十
二
月
八
日
岡
山
県
公
安
委
員
会
告

示
第
百
七
十
二
号
一
に
係
る
特
定
抗
争
指
定
暴
力

団
等
（
六
代
目
山
口
組
）

変
更
前指

定
の
期
限

令
和
八
年
六
月
七
日
ま
で

変
更
後指

定
の
期
限

令
和
八
年
九
月
七
日
ま
で

二

特
定
抗
争
指
定
暴
力
団
等

令
和
四
年
十
二
月
八
日
岡
山
県
公
安
委
員
会
告

示
第
百
七
十
二
号
二
に
係
る
特
定
抗
争
指
定
暴
力

団
等
（
池
田
組
）

変
更
前指

定
の
期
限

令
和
八
年
六
月
七
日
ま
で

変
更
後指

定
の
期
限

令
和
八
年
九
月
七
日
ま
で

〇
宮
崎
県
公
安
委
員
会
告
示
第
四
十
九
号

次
の
特
定
抗
争
指
定
暴
力
団
等
に
つ
き
、
暴
力
団
員
に

よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年

法
律
第
七
十
七
号
）
第
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
期
限
の
延
長
に
よ

り
、
公
示
事
項
の
一
部
に
変
更
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第

八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
七
条
第
四
項
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
六
月
四
日

宮
崎
県
公
安
委
員
会
委
員
長

松
山

昭

一

特
定
抗
争
指
定
暴
力
団
等

令
和
六
年
十
月
三
十
一
日
宮
崎
県
公
安
委
員
会

告
示
第
百
四
号
一
に
係
る
特
定
抗
争
指
定
暴
力
団

等
（
六
代
目
山
口
組
）

変
更
前指

定
の
期
限

令
和
八
年
六
月
七
日
ま
で

変
更
後指

定
の
期
限

令
和
八
年
九
月
七
日
ま
で

二

特
定
抗
争
指
定
暴
力
団
等

令
和
六
年
十
月
三
十
一
日
宮
崎
県
公
安
委
員
会

告
示
第
百
四
号
二
に
係
る
特
定
抗
争
指
定
暴
力
団

等
（
池
田
組
）

変
更
前指

定
の
期
限

令
和
八
年
六
月
七
日
ま
で

変
更
後指

定
の
期
限

令
和
八
年
九
月
七
日
ま
で

衆

議

院

法
律
公
布
奏
上
及
び
通
知

六
月
二
日
次
の
法
律
の
公
布
を
奏
上
し
、
そ
の
旨
参
議

院
に
通
知
し
た
。

南
極
地
域
の
環
境
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律

議
案
送
付

六
月
二
日
参
議
院
に
送
付
し
た
内
閣
提
出
案
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

郵
便
法
及
び
民
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送
達
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

産
業
技
術
力
強
化
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

日
本
国
の
自
衛
隊
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
軍
隊
と
の
間
に
お

け
る
物
品
又
は
役
務
の
相
互
の
提
供
に
関
す
る
日
本
国

政
府
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
政
府
と
の
間
の
協
定
の
締

結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件

日
本
国
の
自
衛
隊
と
オ
ラ
ン
ダ
王
国
の
軍
隊
と
の
間
に

お
け
る
物
品
又
は
役
務
の
相
互
の
提
供
に
関
す
る
日
本

国
政
府
と
オ
ラ
ン
ダ
王
国
政
府
と
の
間
の
協
定
の
締
結

に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件

日
本
国
の
自
衛
隊
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
国
防
軍
と
の

間
に
お
け
る
物
品
又
は
役
務
の
相
互
の
提
供
に
関
す
る

日
本
国
政
府
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
と
の
間
の
協

定
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件

刑
事
に
関
す
る
共
助
に
関
す
る
日
本
国
と
カ
ナ
ダ
と
の

間
の
条
約
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
議
案
通
知

六
月
二
日
参
議
院
送
付
の
次
の
内
閣
提
出
案
を
可
決
し

た
旨
参
議
院
に
通
知
し
た
。

南
極
地
域
の
環
境
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案

答
弁
書
受
領

六
月
二
日
内
閣
か
ら
次
の
答
弁
書
を
受
領
し
た
。

衆
議
院
議
員
野
間
健
提
出
社
会
保
険
労
務
士
に
対
す
る

不
適
切
対
応
事
案
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

報
告
書
及
び
文
書
受
領

六
月
二
日
内
閣
か
ら
次
の
報
告
書
及
び
文
書
を
受
領
し

た
。森

林
・
林
業
基
本
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く

「
令
和
七
年
度
森
林
及
び
林
業
の
動
向
」
に
関
す
る
報

告森
林
・
林
業
基
本
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く

「
令
和
八
年
度
森
林
及
び
林
業
施
策
」
に
つ
い
て
の
文

書
議
事
日
程

六
月
三
日
の
議
事
日
程
は
次
の
と
お
り
。

議
事
日
程

第
十
八
号

令
和
八
年
六
月
三
日
（
水
曜
日
）

午
後
一
時
開
議

第
一

主
要
食
糧
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
内
閣
提
出
）

一

国
務
大
臣
の
演
説

参

議

院

議
事
日
程

六
月
三
日
の
議
事
日
程
は
次
の
と
お
り
。

議
事
日
程

第
十
八
号

令
和
八
年
六
月
三
日
（
水
曜
日
）

午
後
三
時
四
十
分
開
議

第
一

国
務
大
臣
の
演
説
に
関
す
る
件

第
二

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
内
閣
提
出
、
衆

議
院
送
付
）

議
案
受
領

六
月
二
日
衆
議
院
か
ら
次
の
内
閣
提
出
案
を
受
領
し

た
。郵

便
法
及
び
民
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送
達
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
閣
法
第
三
四
号
）

産
業
技
術
力
強
化
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣

法
第
二
六
号
）

日
本
国
の
自
衛
隊
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
軍
隊
と
の
間
に
お

け
る
物
品
又
は
役
務
の
相
互
の
提
供
に
関
す
る
日
本
国

政
府
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
政
府
と
の
間
の
協
定
の
締

結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件
（
閣
条
第
一
号
）

日
本
国
の
自
衛
隊
と
オ
ラ
ン
ダ
王
国
の
軍
隊
と
の
間
に

お
け
る
物
品
又
は
役
務
の
相
互
の
提
供
に
関
す
る
日
本

国
政
府
と
オ
ラ
ン
ダ
王
国
政
府
と
の
間
の
協
定
の
締
結

に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件
（
閣
条
第
二
号
）

日
本
国
の
自
衛
隊
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
国
防
軍
と
の

間
に
お
け
る
物
品
又
は
役
務
の
相
互
の
提
供
に
関
す
る

日
本
国
政
府
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
と
の
間
の
協

定
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件
（
閣
条
第
三

号
）

刑
事
に
関
す
る
共
助
に
関
す
る
日
本
国
と
カ
ナ
ダ
と
の

間
の
条
約
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件
（
閣

条
第
八
号
）

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
（
閣
法
第
五
六
号
）

通
知
書
受
領

六
月
二
日
衆
議
院
か
ら
、
本
院
の
送
付
し
た
次
の
内
閣

提
出
案
は
、
同
院
に
お
い
て
こ
れ
を
可
決
し
た
旨
の
通
知

書
を
受
領
し
た
。

南
極
地
域
の
環
境
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案

ま
た
、
同
日
衆
議
院
議
長
か
ら
、
次
の
法
律
の
公
布
を

奏
上
し
た
旨
の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

南
極
地
域
の
環
境
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律

犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律

答
弁
書
受
領

六
月
二
日
内
閣
か
ら
次
の
答
弁
書
を
受
領
し
た
。

参
議
院
議
員
石
垣
の
り
こ
提
出
日
本
国
国
章
損
壊
罪
の

保
護
法
益
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
第
五

〇
号
）

報
告
書
提
出

六
月
二
日
委
員
長
か
ら
次
の
報
告
書
を
提
出
し
た
。

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
二
三
号
）
審
査
報

告
書

報
告
書
及
び
文
書
受
領

六
月
二
日
内
閣
か
ら
、
森
林
・
林
業
基
本
法
第
十
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
く
「
令
和
七
年
度
森
林
及
び
林
業
の

動
向
」
に
関
す
る
報
告
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

く
「
令
和
八
年
度
森
林
及
び
林
業
施
策
」
に
つ
い
て
の
文

書
を
受
領
し
た
。

内

閣

内
閣
府
副
大
臣

岩
田

和
親

外
務
副
大
臣

堀
井

巌

経
済
産
業
副
大
臣

井
野

俊
郎

デ
ジ
タ
ル
監

三
角

育
生

総
務
審
議
官

川

拓
郎

二
千
二
十
六
年
経
済
協
力
開
発
機
構
閣
僚
理
事
会
日
本
政

府
代
表
を
命
ず
る

期
間
は
令
和
八
年
六
月
十
八
日
ま
で
と
す
る
（
各
通
）

財
務
官

三
村

淳

（
欧
州
復
興
開
発
銀
行
理
事
）
財
務

事
務
官

大
石

一
郎

欧
州
復
興
開
発
銀
行
総
務
会
第
三
十
五
回
年
次
会
合
臨
時

総
務
代
理
た
る
日
本
政
府
代
表
代
理
を
命
ず
る

期
間
は
令
和
八
年
六
月
二
十
一
日
ま
で
と
す
る
（
各
通
）

（
以
上
六
月
二
日
）
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